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趣旨  

 

われわれの社会が直面している現今の状況は、倫理学の重要性を日増しに痛感

させるものである。しかしながら、ひとくちに倫理学といってもその対象は多

岐にわたる。諸分野の共同なしには研究の進展はない。それゆえ、われわれ京

都大学倫理学研究室大学院生は、みずからの研究を公にすることによって、広

く諸姉兄の批判と判断を仰ぎ、各自の問題意識を深めると同時に相互の交流を

図るべく、ここに『実践哲学研究』を発行する。 
 

 

後記  

1. 本年もここに第 35号をお届けすることができました。これもひとえに皆様の
貴重なご意見と暖かいご援助の賜物と感謝致しております。今後ともよろし

くご指導のほどお願い申し上げます。 

2. 当会では賛助会員制度を設け、会誌の読者の皆様にご支援をお願いしており
ます。例年多数の方々のご協力をいただき、誠にありがとうございます。当

会では会誌の充実になお一層の努力を致す所存でございますので、今後とも

何卒ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
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